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神奈川県のトウゴクヘラオモダカ

勝山輝男

Teruo KATSUYAMA: Notes on Alisma rariflorum SAMUELS・

Found in Kanagawa Prefecture 

はじめに

トウゴクヘラオモダカはかつてへラオモダカとは別

種として認識されていた。しかし，現在市販されてい

る図鑑類には記述がないか， ヘラオモダカ （Alisma

canalicuratum A. Br.巴tBouche〕の葉の細い変種ホ

ソバヘラオモダカ（var.harimense Makino）と同ー

のものとして扱われている。薄茶（1986〕は トウゴク

ヘラオモダカがへラオモダカとは別種の A.rariflo 

rum Samuels.であるこ とを示した。

筆者は神奈川県植物誌1988の補遣で，植物誌調査で

集められた標本の中に トウゴクヘラオモダカが含まれ

ていたことを記したが， 今回，旭区川井宿町でトウゴ

タヘラオモダカの生品を観察することができた。そこ

でトウ ゴクヘラオモダカの形態と分布， 誤認されてい

たホソパへラオモダカやへラオモダカの狭葉型につい

て報告する。

本稿をまとめるにあたり，栃木県の野口達也氏から

は再三にわたってトウゴクヘラオモダカについて御教

示をいただいた。 心から感謝申し上げる。また，標本

の関覧を許して下さった国立科学博物館，横須賀市自

然博物館に御礼申し上げる。神奈川県内のたくさんの

標本を集めてくださった神奈川県植物誌調査会会員の

方々にも感謝する。

A. rarぴlorum Samuels.を発表した。沢田〔1935)

は箱根町仙石原で採集した Alismaが A.問円iflo rum 

であることに気付いていた。このときの標本は神奈川

県立博物館に保管されており， 沢田の自筆で Alisma

rariflorum G. Samuelsson in Arkiv for Botanik. 

Band24 A. No. 07 s. 32 Taf. 3 (1932）と記されてい

る。

神奈川県植物目録（1933〕にはトウゴクヘラオモダ

カの記述はないが，神奈川県植物誌（1958）や箱根植

物目録〔松浦，1958）では トウゴクヘラオモダカを

A. rarぴlorumとしている。横須賀市自然博物舘には

大谷茂が トウゴクヘラオモダカと同定した標本が残さ

れているので， 1958年当時本種は正しく認識されてい

たことがうかがえる。

しかし，その後の我が国の植物誌や図鑑では前述し

たように，記述がないか，へラオモダカの変種ホソパ

ヘラオモダカと混同されるようになってしまづた。

最近になって，薄葉（1986）はトウゴグヘラオモダカ

がA.rariflorumであることを明らかにし，その形態と

関東を中心に本州に広く分布していることを示した。

神奈川県植物誌（1988）で筆者はトウゴクヘラオモ

ダカはホソバヘラオモダカと同一種であるとし，後述

するへラオモダカの狭葉型にあててしまった。その後

植物誌調査で集められた標本の中に， トウゴグヘラオ

神奈川県における研究の経緯 モダカ A.rarザlorumと同定される個体が含まれてい

トウゴクヘラオモダヵが文献に登場するのは，松村 ることが明らかになったので，補遺で追加訂正した。

(1905）がはじめてである。当時はトウゴクヘラオモ

ダカに A.ρlantagoL.をあて，へラオモダカを変種 トウコクヘラオモダカの形態

var. angustifoliumに， サジオモダカを var.parvi- トウゴタヘラオモダカとへラオモダカの区別でもっ

floru叫 にしている。牧野・根元（1931)でも同様に とも簡便なのは，花序の最下側校が2本しかないこと

扱われている。 である（図 l,2）が，花の構造にも違いがある（表1'

1932年に G.Samuelssonが日本特産の新種として 図3'4）。
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図1 トウゴグヘラオモダカの標本〔最下の側枝が2

本しかない。葉はへラオモダカと比較してけっ

して細くはない。横浜市旭区川井宿町で1989.

8.20採集〕

図2 へラオモダカ（狭葉型〉の標本。 （最下側校は

3～4本でているのがわかる。葉は細く，脈は

3本。川崎市麻生区黒川で1989.8.16採集〉

表 l トウコ、クヘラオモダカとへラオモダカ（狭葉型）の花の比較

トウゴクへラオモダカ へラオモダカ（狭葉型）

毒基 長さ2.5mm 長さ1.5mm 

花弁 長さ5mmで先は不斉の鋸樹縁 長さ3mmで先は波状縁

約 黒緑色で長さImm 黄緑色で長さ0.5mm

花粉 黄色 黄色

花糸 長さ2mm 長さImm

子房 全体の長さImm幅0.8mm 長さ0.8mm幅1.2mm

村：E頁 長さl.2mm 長さ0.5mm

柱頭の長さが長いことe，約が細長いことなどで， 〔1986）が指摘しているように， 開花時聞は午後2時

間花株を標本にしであれば，花弁がくしゃくしゃで， 頃から夕方までで，午前中には開花していない。

約の色がわからなくなっていても区別できる。花弁の トウゴクヘラオモダカについて図示しである図鑑類

先が鋸歯になることが区別点とされることもあるが， はこれまでにないが，原色日本野外植物図譜（奥山，

へラオモダカであ波状の鋸歯があるので，この点で区 1964）の6巻PL.501の図は最下側枝が2本しかな

別するのは危険である。葉はけっしてへラオモダカと く， トウゴグヘラオモダカである。この標本は国立科

比較して細くはなし、。花期は8月下旬～9月。薄薬 学博物館にあり，確認することができた（白河南湖公
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図3 トウゴクヘラオモダカの花。 （菊は黒緑色で長さ 1問。花弁も長さ 51/Ullと

大きし、。横浜市旭区川｜井宿町で‘ 1989.8.20 撮影〉

トウコa クへラオモタ’カ
図4 へラオモダカ（狭築型〉の花。 （菊は黄緑

色で長さ 0.51/Ull。花弁は長さ 3鵬程度。川

崎市麻生区黒川で 1989.8.16 撮影〉 図5 神奈川県におけるトウゴクヘラオモダカの

分布図

園， 1958.7. 30, H. Utsumi, 308360(TNS））。

原には少なくとも過去に自生していた（図5）。

神奈川県内の分布 畑区川井宿町や城山町の自生地は谷戸奥の湧水のあ

神奈川県産のトウゴクヘラオモダカの標本で筆者が る湿地であった。川井宿町の自生地にはサワシロギク

確認できたものは次のとおりである。 やコオニユリが見られる。サワシロギクやコオ与ユリ

旭区川井， 1984.9.14，勝山輝男，県博植物誌標本 は神奈川県では箱根仙石原にあり，平地ではほとんど

旭区川井宿， 1989.8.20，勝山輝男，県博植物誌標本 見られなし、。 トウゴタヘラオモダカはへラオモダカよ

城山町穴川， 1984.9.8，勝山輝男，県博植物誌標本 りも冷たい水を好むようだ。

旭区上白根， 1960.8.5，斎藤照， 横須賀市博 トウゴクヘラオモダカは図鑑類に記述がないので，

滅山町川尻， 1967.8.1，守矢淳一，横須賀市博 一般にはほとんど認識されておらず，今後神奈川県各

箱根町仙石原， 1928.7.17，沢田武太郎，県博 地で発見される可能性がある。

旭区北部と裁山町北部に自生しており，箱根町仙石
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ホソパヘラオモダカとへラオモダカの狭葉型 などの解説にも不備が目立つ。トウゴグヘラオモダカ

について も市販されている図鑑類には載っていない。十分な分

トウゴクヘラオモダカが明らかになったので，ホソ 類学的な検討や分布調査もされずに，姿を消してしま

パヘラオモカダの実体が問題になる。植物学雑誌や植 う植物もあるにちがし、なし、。減少の激しい，平野部の

物研究雑誌を調べたが，ホソバヘラオモダカ A.hari- 湿地の保護が急がれるo

mense Makino）の原記載は見当たらなし、。牧野；新

日本植物図鑑（1963）には，ホソパへラオモダカ CA.

canalicuratum A. Br. et Bouche var. harimense 

Makino〕は，葉は線状，支脈2～4で，花弁前縁に

は鋸歯があり，基部白色，約は褐紫色とある。

この記載から判断するかぎり， トウゴクヘラオモダ

カとの区別はつかなし、。ホソバヘラオモダカはトウゴ

クヘラオモダカと同ーのものである可能性もある。

那須の植物誌 (1971）では， A.canalicuratum var. 

harimenseをトウゴクヘラオモダカのシノニムにして

いる。

関東地方北部には約の褐色のものがあるという（野

口達也，私信〉が，それが真のホソパヘラオモダカの

可能性もある。

ヘラオモダカの葉の支脈は普通4本以上ある。とこ

ろが図2に示すように葉がきわめて細く，支脈が2本

しかなく，約の色が黄緑色のものがある。筆者は神奈

川県植物誌（1988〕でこれをトウゴグヘラオモダカ

（ホソパヘラオモダカ〉としてしまった。 トウゴグヘ

ラオモダ、カとホソバヘラオモダカが同一種であるとし

ている場合（北村ほか， 1980；杉本， 1973〕， この植

物をさしている可能性がある。

葉の幅はへラオモダカと区別しにくいものもあるの

で，この葉の細いへラオモダカはへラオモダカの葉の

幅の変異のうちに含まれるものと考える。

以上述べたようにホソバへラオモダカ（var.hari-

mense）は①トウゴクヘラオモダカのシノニム，②神奈

川県にはない別の植物， ③へラオモダカの狭葉型に対

する名称の3つの可能性があるが，原記載が見当たら

ないので，現段階ではその判断はっきかねる。従って

神奈川県に産するものはトウゴグへラオモダカおよび

へラオモダカの2種と把握しておくのが妥当である。

おわりに

最近，日本自然保護協会より「我が国における保護

上重要な植物種の現状」の報告書が出された。その中

には平地の湿地に生える植物が多く含まれている。ホ

シクサ科， カヤツリグサ科， イグサ科， ヒノレムシロ

科， ミクリ科の植物などは分類も難しいためか，図鑑
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